
2024 年５月 27 日 
各 位 

会 社 名 共和レザー株式会社 
代表者名 取締役社長執行役員     花井 幹雄 
（コード：3553、東証スタンダード市場） 
問合せ先 取締役専務執行役員経営企画室長 栁川 大介 

（TEL 053-425-2121） 
 
 

長期ビジョン及び中期経営計画策定に関するお知らせ 
 
当社は、2025 年３月期～2031 年３月期の７ヶ年を対象とする中期経営計画および長期ビジョンを策定いた
しましたので、お知らせいたします。 
 
【背景】 
当社グループは、2015 年 6 月に中期経営計画を発表しましたが、その後、急速な経営環境の変化がありま

した。コロナ禍や半導体不足、環境保護意識の高まりや社会的責任の重視など、さまざまな要因が影響を与
え、我々のビジネスのあり方を再考する契機となりました。 
そのため、当社グループの将来像や企業価値の向上に向けた方針を再確認し、新たな中期経営計画と長期

ビジョンを策定・公表することにしました。今後は、これらの計画を実現するために、企業価値の向上に努
めていきます。 
 
【長期ビジョン】 
～ サーキュラーエコノミーのトップランナー ～ 
環境、社会、経済のすべてにおいて価値を創造し、持続可能な未来に貢献することを 
目指します 
 
【中期経営計画（2025 年３月期～2031 年３月期）】 
 
主な施策 
 
① 国内既存工場の生産性向上 
・天竜第一工場での老朽設備の更新により生産効率を改善し、8 億円の合理化効果を目指す 
・国内自動車生産の動向に応じて既存工場の生産品目の再編や合理化を検討する 

② インド事業への参入 
・インド市場での合成皮革事業の拡大を目指す 
・自動車部品製造において高い評価と信頼を得ているクリシュナグループと提携し販売会社を設立。 
・需要の高まりに応じて現地生産工場の設立を検討し、2030 年に営業利益 6 億円を目指す 

③ Sobagni 事業でのサーキュラーエコノミー実証 
・再生繊維や廃棄材料の活用だけでなく自然由来材料の使用や製品の回収とリサイクルを通じて、持続可
能な事業サイクルを目指す 

 
・数値目標 

 2024 年３月期実績 2031 年３月期目標 

連結売上高 520 億円 550 億円 

連結営業利益 25 億円 50 億円 

営業利益率 4.9% 9.1% 

ROE 5.4% 10.0% 

 
計画の詳細につきましては添付資料をご確認ください。 

以上 
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会社概要

社名 共和レザー株式会社

設立 1935年（昭和10年）8月

売上高 520億円 （2024年3月期）

連結従業員数 1,395名（ほか臨時従業員 113名）（2024年3月末）

商品

車両用 内装用合成皮革、内装用成形複合材、内外装用加飾フィルム

住宅・住設用 鋼板・合板用化粧フィルム

ファッション・

生活資材用
家具用合成皮革、靴履物用合成皮革、雑貨用合成皮革

事業所
本社、技術センター、ＱＡセンター、東京営業所、阪神営業所、

天竜第１工場、天竜第２工場、新城工場、浅羽工場

連結子会社

共和ライフテクノ株式会社

共和サポートアンドサービス株式会社

共和興塑膠（廊坊）有限公司 （中国）

持分法適用関連会社 南亞共和（南通）有限公司 （中国）

本社

（静岡県浜松市）
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売上高推移(億円)

富士革布㈱ 曳舟工場

朝日レザー㈱ 淀川工場

大日本レザー㈱ 寺島工場

三河島工場

４社

(5工場)

合併

設立当時 本社・向島工場・曳舟工場(東京）

20231935 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

1935年

  共和レザー㈱設立

塩化ビニルレザー

(PVC)の製造に着手

1949

1950 南海ゴム㈱を設立

(現共和ライフテクノ)

1940年～

1961 東京証券取引所に

株式上場

1963 ウレタン合成皮革

(PU)の製造に着手

1968 天竜第１工場新設

(静岡県浜松市)

1960年～

1974 天竜第２工場新設

(静岡県浜松市)

1978 本社を

東京都墨田区から

静岡県浜松市に移転

1970年～
1981 新城工場新設

(愛知県新城市)

1984 オレフィン系熱可塑性

エラストマー(TPO)の

製造に着手
1989 浅羽工場新設

(静岡県袋井市)

1980年～

1990 技術センター建設
2018 子会社３社を合併

共和ライフテクノ㈱設立

2003 南亞共和塑膠(南通)設立

(持分法適用関連会社)

2004 共和興塑膠(廊坊)設立

(持分法適用関連会社)

2011 共和興塑膠(廊坊)を

子会社化

2000年～

2021 ECサイト

「Sobagni」開設

KYOWA 

NORTH AMERICA,

INC.

設立（ミシガン州）

2020年～

神埼工場

日本擬革㈱

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

初代社長 原 安三郎の想い

「共に和して輝かしい発展を遂げる」
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製品開発の歴史

1935年

1949年

1951年

1960年

1963年 1990年

1992年

1993年

2012年

壁面クロス・ゴム製ホース

手袋・長靴・水産用合羽

住宅・雑貨

家具用塩ビレザーの生産開始

家具用塩ビレザー

自動車用塩ビレザーの生産開始

自動車用塩ビレザー

PVCとウレタンフォームの積層化

自動車複合材

靴・鞄用「ウレタン合成皮革」開発

ファッション用ウレタン合皮

PVC成形表皮「ソフカⅢ」開発

PVC成型表皮

自動車シート用合皮開発

自動車内装材

ウレタン合皮

ドア用TPO生産開始

ドア用TPO表皮

自動車シートメイン用合皮

生産開始

自動車内装材

ウレタン合皮

共和レザー設立

住宅・生活資材
自動車用PVC

複合材
ファッション用ウレタン合皮

フィルム
成形表皮

自動車用ウレタン表皮
TPO

1989年

住宅住設向け化粧フィルム

生産開始

産業資材用フィルム

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 自動車用表皮材のトップメーカーとして様々な部位に採用

7

合成皮革製品

トノカバー
：PVC合成皮革

座席：PVC合成皮革・PU合成皮革

ラゲッジカバー
：PVC合成皮革

シートバックボード：TPO複合材・PVC複合材

ドアトリム：TPO複合材・PVC複合材

ドアオーナメント：PVC合成皮革・PU合成皮革

シフトブーツ・アシストグリップ
：PU合成皮革

インストルメントパネル
：TPOシート・TPO複合材

・加飾フィルム

ステアリングホイール
：PU合成皮革

サンバイザー：PVCシート

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 住設分野で培った商品力を新幹線用など産業用途にも展開

8

フィルム製品

木目フィルム

粘着フィルム

屋外フィルム 大型成型フィルム

成型フィルム

メンブレン

成形

抗耐光性 TOM成形

木目柄石目柄

金属柄

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



87%

5%

8%

ー 売上高の87％が車両用内装材で自動車用内装合成表皮材で国内トップ、世界でもトップクラス

9

用途別売上構成

用途別売上高

56%28%

16%

連結売上高

520億円
（2024年3月期）

車両用内訳

452億円

ファッション・生活資材用

PVC(塩化ビニル）

253億円

PU(ポリウレタン）

125億円

TPO(オレフィン）

フィルム他

73億円

住宅・住設用

28億円

39億円

PCV:ポリ塩化ビニル、PU:ポリウレタン、TPO:オレフィン系熱可塑性エラストマー

車両用

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

ー 住宅・住設用ではキッチン、ユニットバス、玄関ドアなどに耐久性に優れたフィルムを提供、
ファッション・生活資材用では合成皮革をかばんや婦人服、ブーツなどに商品化して販売

452億円
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事業所・関連会社

共和興塑膠（廊坊）有限公司

（中国河北省・廊坊市）

車両用合成皮革の製造・販売

（連結子会社）

南亞共和塑膠（南通）有限公司

（中国江蘇省・南通市）

住宅住設用フィルムの製造・販売

（持分法適用関連会社）

南通

廊坊

北京
天津

上海

共和ライフテクノ㈱
（徳島県鳴門市）

ファッション・生活資材用合成皮革

住宅住設用フィルムの製造・販売

（連結子会社）

共和サポートアンドサービス㈱
（静岡県浜松市）

労働者派遣事業、倉庫業、

合成皮革の製造付帯業務

（連結子会社）

阪神営業所

（兵庫県神戸市）

東京営業所

（東京都港区）

新城工場
（愛知県新城市）

TPO複合材・TPOシート

・PVCシート

天竜第１工場
（静岡県浜松市）

PVC合成皮革・PVC複合材

天竜第２工場
（静岡県浜松市）

ＰＵ合成皮革

浅羽工場
（静岡県袋井市）

鋼鈑合板用フィルム、

加飾フィルム

子会社・関連会社

共和レザー

本社

ＱＡセンター

技術センター

（静岡県浜松市）

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



特徴・強み
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ー 共和レザーの強みは ①材料技術  ②意匠技術  ③製造技術

ー 自動車メーカーの厳しい品質要求をクリアする製品を量産、自動車用内装合成表皮材では国内トップ

12

樹脂素材を知り、樹脂素材を活かす

素材
メーカー

製造
技術

意匠
技術

貼り合わせ技術

コーティング技術

加飾技術

トレンド情報の入手

LSグレイン

エンボスロールの作成

フィルム

合成皮革

自動車
内外装用

住宅・住設用

鞄・ブーツ等
ファッション用

樹脂素材の

購入

合成皮革の商品を

自社ブランドでECでも販売

複数の樹脂や

機能性材料を

混錬分散

材料
技術 機能性 意匠性

１

２

３

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 合成樹脂と適切な添加剤を配合し、混錬分散（均一に混合）させる 材料配合と生産技術のノウハウを持つ

ー 機能性材料の添加や表面処理加工を施し、防汚性、抗カビ・抗菌性、昇温抑制機能など多様な機能を付与

13

1. 材料技術

⚫ポリ塩化ビニル（PVC）

⚫ポリウレタン（PU）

⚫オレフィン系熱可塑性

エラストマー（TPO）等

機能性材料の例

抗ウイルスレザー

表面処理剤に抗ウイルス剤を分散し、

積層

太陽熱反射外装フィルム

PVCに紫外線/赤外線を反射する

顔料を配合

機能性材料や、均一に混ぜ合

わせるための添加剤を添加

混錬分散 多様な機能の付与

消臭

防カビ防水

防汚

抗菌

耐熱

赤外線

反射

紫外線

反射

添加剤

未加工品

白い斑点が

ウイルス感染

抗ウイルスレザー

白い斑点がない

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー ミラノサローネ、カルラン社のトレンドブック、トレンド調査、車両ベンチマーク*等を参考に、オリジナルシボ**を創作

ー お客様の期待を超える、ニーズやコンセプトに合わせた革の色や質感、シボのパターンを具現化

14

2. 意匠技術（デザイン性）

高精細なロール製造

⚫ LSグレイン（CGを用いたシボ創作システム）と

特殊シボロール工法の融合により、ミクロン単位の微細な

シボデザイン表現が可能

デザイン

処理技術

特殊シボ

ロール工法

最新の

インテリアトレンドを

分析

市場リサーチで情報収集

*    車両ベンチマーク：多数の車種の内装等の色や柄のトレンドを当社が調査したもの

トレンドソース

⚫ ミラノサローネ

⚫ 各地のモーターショー

⚫ 車両ベンチマーク

⚫ カルラン社トレンドブック

トレンドリサーチからシボ創作

* * シボ：革の質感や外観を形作る表面の柄目や模様の凹凸

自由自在なシボの表現

お客様の意匠イメージ

お客様の期待を超えた新意匠の具現化

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー カレンダー加工(圧延)を行った合成フィルムの貼り合わせ技術や、エンボス* ・ 加飾加工技術
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3. 製造技術

凹凸のないフィルムだが、

印刷技術により影を付け凹凸を表現

グラビア

ロール

製品流れ

ドクター刃

処理剤

エンボス加工技術 加飾加工技術

⚫凹凸の彫刻を行った金属ロールにフィルムを挟み、フィルムに凹凸を付ける

LSグレインによりミクロン単位の微細な彫刻をしたシボも可能
⚫金属ロールの表面に微細な加工を施し、そのデザインを忠実に

基材に転写させて印刷する技術

*  エンボス加工：合成皮革やフィルム製品の表面に凹凸の模様をつける加工方法

表面処理剤

PVCシート

検査

冷却

加熱
ヒーター

予熱ドラム

巻出

絞ロール

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

⚫温度や圧力などを適切に管理することで、耐熱性や耐薬品性など

機能を付与したフィルムに、エンボス加工が可能



長期ビジョン・中期経営計画
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『長期ビジョン』 当社の課題認識

社会の要請

循環型社会

の実現

シェアリング

持続可能な社会の実現

サブスク

リプション

リユース

環境配慮

設計

回収

再資源化

再生原料

の活用

共和レザー

長期ビジョン

合成皮革製造業の現状

PVCシート
PVC

合成皮革

PU

合成皮革
TPOシート

焼却処分

石油
原

料

素

材

製

品

廃

棄

物

環境負荷の高い製品ライフサイクル

共和レザーの現状のビジネスモデルは

社会の要請に応えきれていない

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.
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『長期ビジョン』目指すべき姿

『サーキュラーエコノミー*を実現するトップランナー企業』となる
環境価値の向上により持続可能な成長を図る

*サーキュラーエコノミー：資源循環型社会     **エシカル：地球環境、人間、動物などに配慮した考え方や行動

自然由来の材料導入などにより、石油由来の原材料使用量を抑制

リサイクル・リユースなどを活用し、環境負荷の低い製品製造を実現する

10年品質

機能性

自然由来

リユース

リサイクル

エシカル**

目指す姿提供する価値

OIL

回収

分離・

粉砕

再利用

異業種廃棄材活用

石油由来

バージン材

使用量削減

実現済み 採用拡大

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

廃棄材の再利用



地球温暖化

ー 長期的にサーキュラーエコノミーを実現するトップランナー企業となる

ー 中期経営計画では、この実現に向けた取り組みの実践と、既存事業強化による収益改善を図る

19

『長期ビジョン』に向けての中期経営計画の位置づけ

長期ビジョン

中期経営計画
（2031年3月期）

現状
（2024年3月期）

⚫ アフターコロナ

⚫ 半導体不足解消による

自動車生産回復

⚫ 自然由来の材料導入

⚫ 合成皮革・表皮材の

回収再利用

サーキュラーエコノミーの

トップランナー企業

⚫ Sobagniで実証

サーキュラーエコノミー実現

に向けた取り組み

⚫ 国内工場の効率化

⚫ インドの生産拠点

既存事業の強化

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.
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中期経営計画：数値目標と主要施策

• 新興国での自動車生産は拡大するが

先進国の成長は鈍化する見通し

• 環境保護の高まりで、自動車用内装材に

天然皮革だけではなく、合成皮革も使う傾向

売 上 高 550億円

営業利益 50億円

R O E
(株主資本当期純利益率)

10.０%

2031年3月期

①国内既存工場の生産性向上

②インドで新規事業立ち上げ

③長期ビジョン実現に向け、

『Sobagni』事業でサーキュラーエコノミーを実証

主な施策

外部環境予測
2024年3月期

520億円

25億円

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 自動車生産台数はコロナ禍の影響を受けたが2020年を底に回復

21

既存事業の強化：市場環境 1/2
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40

60

80

100

120

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

アジア・パシフィック 北米 欧州 南米 中東・アフリカ・他

予 想

（出所）マークラインズ

自動車生産台数（百万台）

（百万台）

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

ー 先進国の市場は飽和に近づき伸びは緩やかだが、新興国（アジア・パシフィック）では市場は拡大しており

今後も高い伸びを予想



ー 合成皮革は耐久性やメンテナンス性に優れており、SUVやミニバンなど多人数乗用でハードな使われ方をする

車両に適した素材

ー BEV生産の新興自動車メーカーでは、エシカルと高性能の両立を目的に、本革より合成皮革が選ばれる傾向

22※当社調べ

プリウス アルファード カローラ

ハリアー

MIRAI

bZ4X RAV4 LEXUS ES

LEXUS IS LEXUS RC LEXUS NX LEXUS UX

2023年合成皮革仕様車種

SUBARUTOYOTA

Tesla

フォレスター

※画像はイメージ

既存事業の強化：市場環境 2/2

アウトバック

Model S Model 3

Model X Model Y

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 2020年以降、コスト面やリサイクル性の観点からPVCの需要が増加

ー 当社のPU製品はピーク時の2020年に比べ、約15%の生産数量減少

23

既存事業の強化 主要施策 ① 1/2 国内既存工場の生産性向上（現在のトレンド）

PVC 59%

PU 41%

2020年

PVC 70%

PU 30%

2023年

PU・PVC生産比率と月間生産数量

106万m/月

73万m/月

62万m/月

141万m/月

生産数量

179万m/月

生産数量

203万m/月

PVC需要は今後も増加の見込
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ー PVC需要増加対応のため、天竜第一工場を中心に老朽設備を更新し、生産効率向上＆８億円の合理化を見込む

ー 国内自動車生産の今後の動向を見極め、既存工場の生産品目の再編等も状況に応じて検討

24

既存事業の強化 主要施策 ① 2/2 国内既存工場の生産性向上

天竜第一工場の設備更新スケジュール 設備更新による合理化効果

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

（百万円／年度）
設備

投資額
2024 2025 2026 2027 2028

カレンダー機 1,840

ミキサー 250

ラミネート機 540

グラビア印刷機 410

発泡機 580

合計 3,620

8億円

更新開始

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.



ー 日・米・中市場は、市場成長鈍化を考慮し、30年中計では売上規模維持を前提

ー 売上(数量)拡大は、主に新規参入のインド事業を中心に事業計画を設定

25

既存事業の強化 主要施策 ② 1/2 インド進出

中価格帯SUV
(300万円～500万円)

販売価格 300万円～800万円の中高級価格帯

当社製品の主な採用車両は

リアシートの使用頻度が高い

セダン、ミニバン、ＳＵＶカテゴリーに多く採用

現在インドで使用されているPUや高価格帯PVCは
主に中国からの輸入品で関税・輸送費により割高と予想

低価格帯小型車か超高級車両の二極市場から

先進国で売れ筋のミニバン、SUVの需要が急成長

※当社予想

インド市場

2030年

400万台

2020年

700万台⇒

インドは共和レザーの強みを活かせる巨大市場
先行優位で市場を構築し売上拡大を目指す

20万台 100万台⇒

自動車生産台数

共和レザー製品の強み

高触感 高耐久
※

※
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ー インドでの自動車生産台数は2030年には2022年比１.４倍と今後も大きく成長する見込み

26

既存事業の強化 主要施策 ② 2/2 インド進出

インドでの売上・営業利益計画 インドの自動車生産台数（千台）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

売上高

営業利益

4,396 

5,456 5,516 
5,734 

6,088 
6,407 

6,671 
6,953 7,092 

7,457 

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

予 想

（出所）マークラインズ

*クリシュナグループ：インドで自動車部品の製造、不動産開発、

旅行事業、メディア事業等を行っている企業グループ

（暦年）（年度）

28億円

6億円

インドへの輸出拡大 現地生産開始

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

ー クリシュナグループ*と提携し インド市場へ進出。     2024年から合成皮革を日本から輸出

2027年に現地生産工場立ち上げを検討



サーキュラーエコノミーの実証として、『Sobagni』で2021年にB to Cビジネス参入

27

主要施策③ 1/2 サーキュラーエコノミー実現に向けて：『Sobagni』とは

エシカルレザーの良さを直接消費者にお届けすることで

人にも、動物にも、地球にも優しい企業を目指す

• 高級車に使われる合成皮革を、ファッションや生活雑貨の商品に展開

• 自動車向け端材の再利用やお茶など自然由来材料も活用

• ECサイト（ Sobagni ）開設し、B to Cビジネスに参入

Quality

Ethical

Partner-

ship

圧倒的な軽さ、

自動車の座席に使用される高い耐久性

動物素材を使わず、

自然由来材料・再利用材料で

動物、人、地球に優しい

地域・企業との協業で

価値創造・社会貢献
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28

主要施策③ 2/2 『Sobagni』事業でサーキュラーエコノミーを実証

循環型社会に求められる 製品・商品を 世の中に提供するという夢の実現

サーキュラーエコノミーの確立

10年品質

機能性

自然由来

エシカル

リサイクル

リユース

2021年6月～

目指す方向

軽くて、撥水・汚れに強い

動物素材不使用

植物由来材料50％以上使用

自動車向け端材等利用

2023年5月～

製品を回収しリサイクル

自動車業界基準
不織布・基布

としてリサイクル

産業用資材製品

（内装用建築資材など
バッグ使用後

回収

エシカルレザー

バッグ

ポリウレタン

循環型経済
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ー 天竜第一工場の設備更新等による収益力強化で22億円

ー 自動車向け合成皮革のインド事業参入等による事業拡大で8億円の増益を計画

ー 一方で、減価償却費等の増加を見込み、2031年3月期の営業利益は50億円を計画

29

2030中期経営計画の増減益分析

収益力強化

2,200

事業拡大

800

（百万円）
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① 成長のための積極投資：生産性向上と環境負荷軽減を図る国内工場への投資 ・ 海外事業投資 ・ 研究開発費増

30

資本政策

中期経営計画 活動7年間のキャッシュアロケーション

設備投資

減価償却費

160億円

220億円

270億円

80億円

30億円

主要設備投資

• 設備老朽化更新 36億円

• インド事業参入 25億円

• サーキュラーエコノミー関連(含研究開発)30億円

株主還元
• 配当性向50％を目途に安定的に増配を行う

• 状況に応じて、自己株式取得も実施

M&A・提携
• サーキュラーエコノミー実現に繋がるノウハウや技術をもつ

国内外の企業との提携やＭ＆Ａを検討

合計

450億円

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

純利益

M&A・提携

株主還元

70億円⊕手元余剰資金

② 株主還元  ：安定増配＆適時自己株式取得

③ M&A・提携  ：サーキュラーエコノミー実現のためのパートナー企業との連携やM＆A



ー 2025年3月期は年間32.0円の配当を実施予定

ー 配当性向50％へ配当方針を変更、2031年3月期の年間配当は66.0円を計画

31

配当予想

1株当たり配当金（円）

16.0 16.0
12.0 14.0

10.0
14.0 16.0

16.0 16.0

14.0
14.0

10.0

18.0 16.0

32.0 32.0

26.0
28.0

20.0

32.0 32.0

66.0

52.3%
61.4%

44.2% 40.4%

138.7%

39.4%

44.1% 50.0%

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

予想

2031/3期

予想

中間配当 期末配当 配当性向
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2024年3月期 決算概要

32



（百万円）

2023年3月期 2024年3月期

前年同期比

実績 実績

売上高 45,792 100% 52,037 100% 6,245 13.6%

営業利益 237 0.5% 2,567 4.9% 2,329 980.9％

経常利益 591 1.3% 2,704 5.2% 2,113 357.6％

親会社株主に帰属

する当期純利益
347 0.8% 1.958 3.8% 1,611 464.0%

1株当たり当期純利益 14円41銭 81円29銭

1株当たり配当金 20円00銭 32円00銭

ー 半導体供給の正常化による自動車メーカーからの受注増加などにより、売上高は前期比13.6％増の520億円

ー 増収を主因に営業利益も前期比980.9％増の25億円、当期純利益も464.0％増の19億円

決算概要（1）連結決算の概要

（百万円）
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ー 車両用は自動車メーカーからの受注増加により、前期比17.1％増の452億円

ー 住宅・住設用は前期比9.4％減の28億円、ファッション・生活資材用は前期比1.6％減の39億円

34

決算概要（2）用途別売上高

連結売上高（億円） うち車両用売上高（億円）

176
219

289
327

358 360
404 382 360 352

401 385

45279

80

87

81
77 64

45
36

31 28

30
31

28

43

42

43

42
42 42

39

38
37

30

38
40

39

299

342

420

451
479

467
490

456
429

411

470
457

520

'12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3 '24/3

車両用 住宅・住設用 ファッション・生活資材用

82
107

134 153 166 172 190 170 170 152
189 207

253
49

68

108
122

131 123
138

133 137
147

143 111

125

44

43

45

51
60 64

75
78 52 52

68
67

73

176

219

289

327

358 360

404
382

360 352

401
385

452

'12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3 '24/3

PVC(塩ﾋﾞ) PU(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ) TPO(ｵﾚﾌｨﾝ)他
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ー 海外売上高は自動車メーカーからの受注増加を主因に全地域で増収、海外売上比率は44.9％に上昇

35

決算概要（3）海外売上高

連結売上高（億円） うち海外売上高（億円）

219

289
327

358 360
404 382 360 352

401 385

452

80

87

81
77 64

45
36

31 28

30
31

28

42

43

42
42 42

39

38
37

30

38
40

39

342

420

451
479

467
490

456
429

411

470
457

520

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 ’23/3 ’24/3

車両用 住宅・住設用 ファッション・生活資材用

42
66 81

104 118
144

121
92 80

110 118 126
21

40
47

48
39

40

43

51 66

76 55
70

10

9

14

16
24

28

25

25 23

30
31

36

74

116

142

170
182

214

190

169 170

217
204

233

21.7%

27.7%

31.6%

35.5%

39.1%

43.7%
41.6%

39.4%
41.5%

46.3%
44.6% 44.9%

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3 '24/3

中国 アメリカ その他 海外売上比率
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ー 国内自動車メーカーの受注増による売上増に加え、製品価格改定や為替の影響により

営業利益は2,329百万円の増益

36

決算概要（4）営業利益増減要因（前期比）

原材料・

燃料価格

+930

+260

+259

237

2,567

（単位：百万円）

＋570

為替影響
+310

変動費減 他

製品価格

前期比+ 2,329百万円

売上増加



2025年3月期 業績予想

37



ー 自動車メーカーからの受注増を前提に、売上高は前期比1.8％増の530億円を予想

ー 原材料・燃料価格の上昇を増収効果や原価改善などで吸収し、営業利益は1.3％増の26億円を予想

38

業績予想（1） 連結業績予想

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 増減

実績 実績 予想

売上高 45,792 100% 52,037 100％ 53,000 100% 962 1.8%

営業利益 237 0.5% 2,567 4.9％ 2,600 4.9% 32 1.3%

経常利益 591 1.3% 2,704 5.2％ 2,650 5.0% ▲54 ▲2.0%

親会社株主に帰属

する当期純利益
347 0.8% 1,958 3.8％ 1,750 3.3% ▲208 ▲10.7%

1株当たり当期純利益 14円41銭 81円29銭 72円62銭

1株当たり配当金 20円00銭 32円00銭 32円00銭

（百万円）



ー 2024年3月期は既存カレンダー設備の動力部更新などの設備投資を実施

ー 2025年3月期は新カレンダー設備の導入や、それに伴うユーティリティー設備の増設工事を計画

39

業績予想（2）設備投資、減価償却費

設備投資金額の推移 減価償却費の推移

2,700 

1,890 

2,767 
2,590 

3,567 

4,800 

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

予想

2,310 
2,209 

2,470 2,394 
2,601 

2,750 

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

予想

（百万円） （百万円）



40

最後に ～これからの共和レザーについて～

材料技術

意匠技術 製造技術
サーキュラーエコノミー

共和レザーの強み 共和レザービジョン（新たな取り組み）

• 循環型社会の実現のために、「共和レザーが貢献できることは何か？」を改めて問い直し 構想したのが、
今回発表した『共和レザー ビジョン』

• 2030年までの中期経営計画を策定し、従来の製造業から持続可能な社会に貢献する企業への転換を目指す

環境価値を向上させる

事業活動
安定成長 中期経営計画

Copyright © Kyowa Leather Co. Ltd., 2024.

持続可能な社会に貢献する企業へ



【お問合せ先】

共和レザー株式会社
総務人事部

TEL 053-425-2121(代表)

快適空間を化学する

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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